	「再認定」対象とする際の疾患・症例一覧 （じん臓）


一　発育によりその障害程度に変化が生じることが予想されるとき
  ・　医師の意見を踏まえて再認定対象者に該当するかどうか判定する。
  ・　ただし、３歳未満で認定するものは「先天的な四肢欠損、形成不全」以外、原則として全て再認定対象者とする。
  ・　具体的な例は、次のとおりである。
	疾患・症例
	留意事項

	 内部機能障害関係
 ・ネフローゼ症候群　等
	 ・手術や治療による改善が見込まれる事例がある。


二　進行性の病変による障害を有するとき
　・　進行性の病変による障害を有するときは、障害程度の重度化が予想されるため、障害更新申請　　の手続きによることとし、原則として、再認定のための診査を義務づけることはしない。
三　更生医療によりその障害程度に変化が生じることが予想されるとき
  ・　更生医療の適用により障害程度の軽減が予想されることが身体障害者診断書で明らかなものは、　　再認定対象者とする。
  ・　具体的な例は次のとおりである。なお、ゴシック表示のものは、本基準での再認定対象者とはし
　　ないこととする。
	障害種目
更生医療の内容
	留意事項

	 ・じん移植
 ・人工透析
	 ・じん移植後は、抗免疫療法を行っている期間のみ１級である。
 ・人工透析実施中のものは１級となり、障害程度は重度化する
 ので、本基準での再認定対象者とはしない。


四　その他、障害程度に変化が生じると予想されるとき
  ・　医師の意見を踏まえて再認定対象者に該当するかどうか判定する。
